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研究要旨 

 ゴナドトロピン分泌異常症（下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍、ゴナドトロピン分泌低下症）の CQ を各々5

個ずつ定め、研究者全員の投票により下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍では 1 個の CQ、および、ゴナドトロピ

ン分泌低下症では 2個の CQ を決定した。また、難病プラットフォームの雛形を用いて、下垂体ゴナドトロピ

ン産生腫瘍およびゴナドトロピン分泌低下症のレジストリを作成し、京都大学医の倫理委員会の承認を得た。 

 

Ａ．研究目的 

ゴナドトロピン分泌異常症（下垂体ゴナドトロピ

ン産生腫瘍、ゴナドトロピン分泌低下症）のCQとレ

ジストリを作成する。 

 

Ｂ．研究方法 

ゴナドトロピン分泌異常症の研究分担者ととも

にCQを作成し、研究班全員により1-9点で採点を行

い、平均7点以上となったものをCQとして採用する

こととした。また下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍と

ゴナドトロピン分泌低下症のレジストリを作成し

た。 

（倫理面への配慮） 

 特記すべきことなし 

 

Ｃ．研究結果 

下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍のCQ候補として、

1.下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍の診断において、

血中FSH濃度の上昇を基準とすることは推奨できる

か？ 2.下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍において、

妊孕性獲得のための治療として外科治療は推奨で

きるか？ 3.下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍におい

て、腫瘍縮小のための治療として放射線治療は推奨

できるか？ 4.下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍の治

療において、卵巣嚢腫の外科的切除は推奨できる

か？ 5. 下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍の治療に
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おいて、薬物療法（ソマトスタチンアナログ、ドパ

ミンアゴニスト、GnRHアンタゴニスト）は推奨でき

るか？ を作成した。またゴナドトロピン分泌低下

症のCQ候補として、1.ゴナドトロピン分泌低下症の

診断において、LHRH試験を基準とすることは推奨で

きるか？ 2.男性ゴナドトロピン分泌低下症の診断

において、血清遊離テストステロン濃度の低下を基

準とすることは推奨できるか？ 3.ゴナドトロピン

分泌低下症において、骨塩量を治療効果の指標とす

ることは推奨できるか？ 4.男性ゴナドトロピン分

泌低下症において、妊孕性獲得のための治療として

hCG-rFSH（hMG）療法は推奨できるか？ 5.女性ゴナ

ドトロピン分泌低下症において、妊孕性獲得のため

の治療としてゴナドトロピン療法は推奨できる

か？ を作成した。研究班全員により1-9点で採点を

行ったところ、下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍では 

2.下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍において、妊孕性

獲得のための治療として外科治療は推奨できる

か？ がCQとして採用された。ゴナドトロピン分泌

低下症では 4.男性ゴナドトロピン分泌低下症にお

いて、妊孕性獲得のための治療としてhCG-rFSH（hMG）

療法は推奨できるか？ および 5.女性ゴナドトロ

ピン分泌低下症において、妊孕性獲得のための治療

としてゴナドトロピン療法は推奨できるか？ がCQ

として採用された。また下垂体ゴナドトロピン産生

腫瘍およびゴナドトロピン分泌低下症のレジスト

リを作成し、京都大学医の倫理委員会の承認を得た。 

 

Ｄ．考察 

下垂体ゴナドトロピン産生腫瘍およびゴナドト

ロピン分泌低下症の最新文献、欧米の診断基準、当

研究班における議論を踏まえて、CQの決定、レジス

トリの作成をすることができた。これらを用いた研

究を進展させることにより、本邦の現状に即した下

垂体ゴナドトロピン産生腫瘍およびゴナドトロピ

ン分泌低下症の診断基準、治療方針の作成に役立つ

と考えられる。 

 

Ｅ．結論 

ゴナドトロピン分泌異常症（下垂体ゴナドトロピ

ン産生腫瘍とゴナドトロピン分泌低下症）のCQとレ

ジストリを作成した。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  該当なし 
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Update 2020 年 11月 東京 
 
大山健一、川口愛、高屋義徳、朝見正宏、石川久、
笹島ゆう子、近藤福雄、松野彰 経鼻内視鏡下に生
検術と視神経減圧を試みた小児視神経鞘髄膜腫の
一例 第 48 回日本小児神経外科学会 2020 年 11
月 松本 
 
Nishioka H, Inoshita N Normal human anterior 
pituitary cell types – which markers are 
specific?  PANOMEN (Pituitary Adenoma 
nomenclature) Workshop 2020 年 8 月 
 
西岡 宏 脳神経外科からみた重症成人 GH 分泌不
全 症  New generation meeting for AGHD 
management 2020 年 9月 東京 

 
西岡 宏、井下尚子 診療ガイドラインと病理学的
エビデンス：先端巨大症、下垂体偶発腫と下垂体炎 
第24回日本臨床内分泌病理学会 2020年 9月 東
京 
 
西岡 宏 With コロナ時代の経鼻内視鏡下垂体手
術 第 27 回日本神経内視鏡学会 2020 年 11 月 
和歌山 
 
西岡 宏、伊藤純子 小児科と脳外科の臨床コラボ
レーション 第30回臨床内分泌代謝Update 2020
年 11 月 東京 
 
井野元 智恵、長村 義之 非機能性下垂体腺腫の
病理診断 第93回日本内分学会学術総会 2020年
6 月 浜松 
 
井野元 智恵 下垂体腫瘍の病理診断 第 38 回日
本脳腫瘍病理学会 2020 年 9 月 
 
井野元 智恵 下垂体腺腫の悪性度評価 第 61 回
日本組織細胞化学会 総会・学術集会 2020 年 12
月 
 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

   該当なし 

 2. 実用新案登録 

  該当なし 

 3.その他 

   該当なし

 

  


